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「
ケ
ア
労
働
」
は
女
性

「
ケ
ア
労
働
」
は
女
性

無
自
覚
の
共
有

無
自
覚
の
共
有

偶
然
で
は
生
じ
な
い

偶
然
で
は
生
じ
な
い

男
女
点
数
差

男
女
点
数
差

現
役
・
浪
人
の
区
分
に
応
じ
機
械
的
に

計
算
で
き
、
15
年
度
18
点
、
16
年
度
19

点
、
17
年
度
60
点
、
18
年
度
に
は
80
点

（
表
）
も
の
差
が
男
女
間
に
あ
る
と
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
結
果
が
生
じ
た
理
由
に

つ
い
て
同
大
学
は
、
評
価
を
担
当
し
た

教
授
た
ち
が
描
く
「
将
来
良
き
臨
床

医
」
と
な
る
資
質
が
類
似
し
、
運
動
系

部
活
や
課
外
活
動
に
お
け
る
部
長
経
験

な
ど
の
実
績
を
重
視
し
た
こ
と
や
、
医

師
の
適
正
な
配
置
や
医
療
体
制
の
維
持

を
お
も
ん
ぱ
か
る
潜
在
意
識
が
あ
っ
た

た
め
、
結
果
と
し
て
性
別
に
よ
る
点
数

差
が
生
じ
た
と
主
張
し
て
い
ま
す
。
つ

ま
り
、
偶
然
の
結
果
だ
と
い
う
の
で

す
。
し
か
し
、
統
計
学
上
、
偶
然
起
き

る
可
能
性
は
ほ
ぼ
ゼ
ロ
と
分
析
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

医
学
部
入
試
に
お
い
て
性
別
と
い
う

属
性
に
よ
る
差
別
的
取
り
扱
い
が
発
覚

し
た
経
緯
は
、
こ
れ
ま
で
の
連
載
で
紹

介
し
た
と
お
り
で
す
。

　

私
は
現
在
、
４
人
の
原
告
が
聖
マ
リ

ア
ン
ナ
医
科
大
学
に
対
し
て
損
害
賠
償

請
求
を
行
っ
て
い
る
訴
訟
を
担
当
し
て

い
ま
す
。

　

聖
マ
リ
ア
ン
ナ
医
科
大
学
に
設
置
さ

れ
た
第
三
者
委
員
会
が
２
０
１
５
年
度

か
ら
18
年
度
入
試
の
調
査
・
分
析
を
行

っ
た
と
こ
ろ
、
第
２
次
試
験
受
験
者
の

う
ち
91
％
か
ら
97
％
の
受
験
者
の
志
願

票
及
び
調
査
書
の
点
数
が
、
性
別
及
び

デ
ー
ト
し
、
可
能
な
限
り
の

予
防
措
置
を
と
り
、
偶
発
症

に
遭
遇
し
た
場
合
に
は
冷
静

か
つ
適
切
に
対
処
で
き
る
よ

う
準
備
し
て
お
き
た
い
。

　

講
演
で
は
臨
床
医
が
知
っ

て
お
き
た
い
抜
歯
時
の
偶
発

症
と
そ
の
対
応
策
や
予
防
法

に
つ
い
て
、
実
際
の
症
例
を

提
示
し
、
医
学
論
文
や
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
な
ど
最
近
の
知
見

も
交
え
、
分
か
り
や
す
く
お

話
し
す
る
。
本
講
演
で
先
生

方
の
日
々
の
ク
リ
ニ
カ
ル
ク

エ
ス
チ
ョ
ン
が
少
し
で
も
解

消
し
、
明
日
か
ら
の
臨
床
の

一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ

る
。 （
協
会
行
事
案
内
参
照
）

麻
酔
下
の
手
術
行
為
で
あ

り
、
肉
体
的
な
侵
襲
を
伴

う
。
残
念
な
が
ら
多
く
の
患

者
に
と
っ
て
歓
迎
さ
れ
る
治

療
で
は
な
く
、
不
安
、
恐

怖
、
嫌
悪
と
い
っ
た
精
神
的

な
苦
痛
が
生
じ
る
た
め
、
時

と
し
て
全
身
的
あ
る
い
は
局

所
的
な
偶
発
症
が
生
じ
る
こ

と
が
あ
る
。
現
代
の
超
高
齢

化
社
会
に
お
い
て
は
、
循
環

器
疾
患
や
が
ん
、
脳
卒
中
、

糖
尿
病
、
腎
臓
病
な
ど
の
合

併
症
を
有
す
る
患
者
が
多
い

た
め
、
ト
ラ
ブ
ル
の
発
生
頻

度
は
よ
り
高
ま
っ
て
い
る
。

歯
科
医
師
は
偶
発
症
に
関
す

る
知
識
を
日
頃
か
ら
ア
ッ
プ

　

歯
科
臨
床
で
抜
歯
は
最
も

基
本
的
で
高
頻
度
な
口
腔
外

科
処
置
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
し
か
し
、
乳
歯
や
歯
周

炎
の
抜
歯
、
難
抜
歯
や
埋
伏

歯
の
抜
歯
な
ど
目
的
や
適

応
、
難
易
度
、
年
齢
層
は
様

々
で
、
口
腔
外
科
学
を
は
じ

め
と
し
た
歯
学
・
医
学
に
関

す
る
幅
広
い
知
識
や
高
度
な

手
術
手
技
が
要
求
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
抜
歯
は
通
常
局
所

差
別
の
精
神
的
苦
痛

差
別
の
精
神
的
苦
痛

適
正
に
評
価
・
賠
償
を

適
正
に
評
価
・
賠
償
を

子
育
て
に
よ
る
早
退
や
休
職
の
心
配
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、「
家
事

・
育
児
・
介
護
は
女
性
の
役
割
」
と
い

う
伝
統
的
な
性
別
役
割
分
業
の
意
識
が

無
自
覚
に
共
有
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
と

思
い
ま
す
。

　

ケ
ア
労
働
を
ど
の
よ
う
に
分
担
す
る

の
か
は
各
家
庭
の
個
別
問
題
で
あ
り
、

男
性
医
師
の
方
が
長
時
間
の
激
務
に
対

応
さ
せ
や
す
い
現
実
が
あ
る
以
上
、
入

学
者
を
確
保
す
る
受
験
の
段
階
で
点
数

を
操
作
し
、
大
学
が
女
性
医
師
よ
り
男

性
医
師
を
確
保
し
よ
う
と
し
て
も
「
仕

方
が
な
い
」
と
思
う
方
も
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
血
の
に
じ
む
よ

う
な
受
験
勉
強
の
す
え
に
、
女
性
と
い

う
理
由
だ
け
で
低
く
評
価
さ
れ
た
受
験

生
に
、
仕
方
が
な
い
よ
ね
と
は
言
え
ま

せ
ん
。
こ
の
記
事
を
読
ん
で
い
る
皆
さ

ん
に
も
、
か
つ
て
受
験
生
だ
っ
た
経
験

が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
当
時
の

自
分
が
、「
あ
な
た
の
性
別
だ
と
評
価

が
低
く
な
り
ま
す
」
と
言
わ
れ
た
ら
―

元
受
験
生
た
ち
の
憤
り
や
悔
し
さ
は
想

像
に
難
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

医
学
部
入
試
差
別
の
訴
訟
に
参
加
し

た
原
告
の
方
々
は
、
自
分
と
同
じ
よ
う

な
思
い
を
将
来
の
受
験
生
に
さ
せ
た
く

な
い
と
い
う
願
い
を
も
っ
て
臨
ん
で
こ

ら
れ
ま
し
た
。
原
告
の
方
々
の
精
神
的

苦
痛
が
適
正
に
評
価
さ
れ
て
賠
償
さ
れ

る
こ
と
、
そ
し
て
大
学
が
差
別
的
取
り

扱
い
を
自
ら
認
め
、
差
別
的
取
り
扱
い

の
発
生
原
因
と
再
発
防
止
の
具
体
策
を

広
く
社
会
に
説
明
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。

　

加
え
て
、
社
会
の
担
い
手
で
あ
る
私

た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
性
別
に
関
わ
ら

ず
誰
も
が
ケ
ア
労
働
の
担
い
手
に
な
り

う
る
こ
と
を
前
提
に
、
こ
れ
ま
で
の
性

別
役
割
分
業
の
意
識
の
も
と
で
構
築
さ

れ
て
き
た
社
会
構
造
を
意
識
的
に
変
え

よ
う
と
努
力
す
る
こ
と
こ
そ
が
、
医
学

部
入
試
で
差
別
的
取
り
扱
い
を
受
け
た

受
験
生
た
ち
の
願
い
に
応
え
る
こ
と
に

な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

 

（
つ
づ
く
）

　

第
三
者
委
員
会
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
で

は
、「
子
育
て
に
よ
る
早
退
の
穴
を
ど

の
よ
う
に
埋
め
て
患
者
に
対
応
す
る
の

か
と
い
う
問
題
が
あ
る
」「
女
性
医
師

が
増
え
る
と
休
職
す
る
医
師
が
生
じ
る

可
能
性
が
高
ま
る
」「
男
性
医
師
の
方

が
激
務
に
耐
え
る
こ
と
が
で
き
る
」
と

い
う
意
見
が
少
な
く
な
か
っ
た
と
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。
男
性
で
あ
れ
女
性
で

あ
れ
、
家
事
・
育
児
・
介
護
と
い
っ
た

家
庭
生
活
に
お
け
る
ケ
ア
労
働
を
す
る

能
力
に
差
は
あ
り
ま
せ
ん
。
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
医
師
が
女
性
の
場
合
に
は
、

【第３回】

入
試
不
正
が
問
う
も
の

入
試
不
正
が
問
う
も
の

な
き
社
会
へ

な
き
社
会
へ

差別
表　2018年度入試の状況 ▼はマイナス

配点 現浪区分 男性 女性 男女点数差

180点

現役 164点 84点 80点
1浪 144点 64点 80点
2浪 104点 24点 80点
3浪 80点 0点 80点
4浪以上 56点 ▼24点 80点
その他 0点 ▼80点 80点

中
山
純
子

中
山
純
子

医
学
部
入
試
に
お
け
る
女
性
差
別
対
策
弁
護
団　

弁
護
士

医
学
部
入
試
に
お
け
る
女
性
差
別
対
策
弁
護
団　

弁
護
士

知っておきたい抜歯時の
偶発症とその対応について
雨河茂樹氏（市立池田病院歯科口腔外科主任部長）

３月度生涯研修抄録2022年度　各地区総会のご案内
協会の各地区総会が順次開催される。開催日時、場所は次のとおり。

東大阪・八尾
・柏原 ２月18日（土） 18：15～ 八尾プリズムホール

４階

北大阪

３月18日（土）

18：00～

JEC研修センター江
坂４階

北河内 OMMビル２階201
会議室

堺・高石・和泉 18：30～ サンスクエア堺２階

三島 19：00～ 高槻市立生涯学習セ
ンター３階

大阪市南部

３月19日（日）

10：00～
Ｍ＆Ｄホール（保険
医会館東隣り）

大阪市西部 保険医会館２階

南河内 18：00～
ノバティホール（ノ
バティながの南館３
階）

大阪市北部
３月26日（日） ９：30～

協同組合会館３階

大阪市東部 M＆Dホール（保険
医会館東隣り）

泉州 ４月１日（土） 18：30～ エアポートインプリ
ンスホテル２階

　民主主義を求め、社会の
不平等をなくすために闘
い、治安維持法の犠牲とな
った伊藤千代子の物語を協
会で上映する。詳細は協会
行事案内参照。

わが青春
つきるとも
無料上映会のご案内

プロモーショ
ンビデオは　
こちら　　▶

－伊藤千代子の生涯－

図１　大阪の保健所は20年で３分の１に

2018年度厚生労働報告例から

図２　人口10万人あたりの保健師数

46．大阪府

３．山梨県

２．長野県

１．島根県

…

25.9人25.9人

76.5人

77.2人

79.3人

61保健所
大阪府　 29
大阪市　 24
堺市　　　5
東大阪市　3

2000年
18保健所
大阪府　   9
大阪市　   1
堺市　　   1
東大阪市　1
その他
　中核市　6

2020年
江原政策
部長解説

中
に
は
月
２
０
０
時
間
を
超

え
る
職
員
ま
で
現
れ
た
。

　

そ
れ
で
も
府
知
事
や
大
阪

市
長
は
「（
感
染
が
）
減
っ

た
時
に
ど
う
す
る
の
？
何
も

や
る
こ
と
な
く
て
ず
っ
と
座

っ
て
い
る
ん
で
す
か
？
（
吉

村
知
事
）
」
「
有
事
に
備
え
た

ら
平
時
に
人
が
余
る
（
松
井

市
長
）」
な
ど
と
発
言
し
、

コ
ロ
ナ
禍
の
３
年
間
で
も
、

短
期
間
の
派
遣
労
働
者
や
外

部
委
託
で
や
り
過
ご
し
て
き

た
。

　

人
口
当
た
り
の
保
健
師
数

が
多
い
都
道
府
県
ほ
ど
コ
ロ

ナ
感
染
者
の
割
合
が
低
い
こ

と
を
奈
良
県
立
医
科
大
学
県

民
健
康
増
進
支
援
セ
ン
タ
ー

の
研
究
チ
ー
ム
が
２
０
２
２

年
５
月
10
日
に
発
表
し
て
い

る
。
大
阪
は
全
国
ワ
ー
ス
ト

２
で
あ
る
（
図
２
）。

　

維
新
政
治
を
転
換
し
、
①

保
健
所
体
制
の
強
化
と
職
員

の
増
員
②
保
健
所
業
務
は
民

間
委
託
で
は
な
く
、
正
規
職

員
で
専
門
職
の
育
成
に
努
め

る
③
独
立
法
人
で
は
な
く
、

府
立
の
公
衆
衛
生
研
究
所
を

設
立
す
る
―
―
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。 

（
お
わ
り
）

死
者
全
国
ワ
ー
ス
ト
ワ
ン
で

あ
る
（
前
号
参
照
）
。

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

第
１
波
終
息
後
の
２
０
１
０

年
６
月
10
日
、
厚
労
省
が
取

り
ま
と
め
た
報
告
書
に
は

「
保
健
所
や
地
方
衛
生
研
究

所
を
含
め
た
感
染
症
対
策
に

関
わ
る
危
機
管
理
の
組
織
や

人
員
体
制
の
大
幅
な
強
化
、

人
材
の
育
成
を
進
め
る
こ
と

が
必
要
」
と
明
記
さ
れ
て
い

た
。
と
こ
ろ
が
、
維
新
府
政

は
「
職
員
基
本
条
例
」
を
つ

く
り
、
保
健
所
や
健
康
医
療

部
門
の
職
員
も
例
外
な
く
削

減
し
て
き
た
。

疲
弊
す
る
現
場

疲
弊
す
る
現
場

　

こ
の
状
況
の
下
に
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
襲

っ
た
た
め
に
、
大
阪
の
保
健

所
で
は
過
重
労
働
が
深
刻
に

な
り
、
１
０
０
人
以
上
が
過

労
死
ラ
イ
ン
を
超
え
る
月
80

時
間
以
上
の
時
間
外
勤
務
、

　

保
健
所
は
医
師
・
保
健
師

・
栄
養
士
・
臨
床
検
査
技
師

な
ど
様
々
な
職
種
が
多
種
多

様
な
仕
事
を
す
る
専
門
家
集

団
で
あ
る
。
大
阪
で
は
そ
の

数
が
、
２
０
０
０
年
の
61
カ

所
か
ら
２
０
２
０
年
に
は
18

カ
所
に
減
ら
さ
れ
た
（
図

１
）。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
露
呈
し
た
大

阪
の
医
療
崩
壊
と
保
健
所
機

能
の
麻
痺
は
、
感
染
症
対
策

の
基
本
を
放
棄
し
て
き
た
政

治
の
責
任
と
言
わ
ざ
る
を
得

な
い
。

科
学
の
軽
視

科
学
の
軽
視

　

大
阪
の
感
染
症
対
策
は
も

と
も
と
不
十
分
だ
っ
た
上

に
、「
出
口
戦
略
」
の
名
で

「
大
阪
モ
デ
ル
」
な
る
独
自

基
準
を
設
け
て
、
科
学
的
な

検
証
や
現
場
の
声
に
耳
を
傾

け
る
こ
と
な
く
、
知
事
の
ト

ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
進
め
ら
れ
て

き
た
。
そ
の
結
果
が
コ
ロ
ナ

維
新
政
治
の
転
換
必
要

保
健
所
機
能
低
下
で
コ
ロ
ナ
死
増


